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は
じ
め
に

　

五
山
関
係
史
料
す
な
わ
ち
主
に
禅
語
録
を
引
用
す
る
論
文
を
、
ど
の
よ
う
に
読
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
は
確
か
に
難

し
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
禅
語
録
を
引
用
す
る
論
文
で
あ
る
以
上
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
を
ふ
ま
え
て
、
読
解
す
べ

き
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　

第
一
に
、
論
文
は
、
戸
田
山
和
久
『
新
版 
論
文
の
教
室
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
二
）
が
定
義
す
る
よ
う
に
、
⑴

「
問
い
」
⑵
「
答
え
（
主
張
）」
⑶
「
論
証
」
の
三
要
素
つ
ま
り
「
三
部
構
成
」
を
欠
い
て
は
な
ら
な
い
⑴
。
第
二
に
、
禅
語

録
の
大
部
分
は
漢
詩
・
漢
文
で
あ
る
の
で
、
一
海
知
義
『
漢
詩
入
門
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
一
九
九
八
）
に
記
さ
れ
る
漢

詩
文
の
形
式
や
規
則
、
つ
ま
り
「
修
辞
法
」
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
⑵
。

　

こ
の
「
三
部
構
成
」「
修
辞
法
」
の
形
式
面
か
ら
論
文
を
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
分
析
結
果
に
異
論
が
生
じ
に
く
い
は
ず
で

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
第
一
の
「
三
部
構
成
」
の
場
合
に
は
、
論
文
の
三
要
素
が
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
文
章

〈
雑
記
〉「
査
屏
球
論
文
」
は
論
文
と
言
え
る
の
か

―
―
「
三
部
構
成
」
の
欠
如
と
「
修
辞
法
」
に
反
す
る
史
料
引
用
―
―

加
藤
　
一
寧
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は
論
文
と
し
て
成
立
し
な
い
。
第
二
の
「
修
辞
法
」
の
場
合
に
は
、
引
用
史
料
に
形
式
上
の
規
則
に
あ
わ
な
い
句
読
が
あ
れ

ば
、
誤
読
と
な
る
。
し
か
も
そ
の
場
合
、「
論
証
」
も
ま
た
正
確
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

そ
こ
で
こ
の
二
点
に
留
意
し
て
、
五
山
関
係
史
料
を
用
い
た
論
文
を
読
み
解
く
と
、
論
文
と
し
て
成
立
し
な
い
も
の
が
出

て
く
る
。
査
屏
球
（
谷
口
高
志
訳
）「
寒
山
拾
得
の
受
容
と
そ
の
変
遷
―
―
五
山
禅
僧
の
詩
歌
・
絵
画
に
見
ら
れ
る
寒
拾
の

形
象
と
宋
元
禅
文
学
の
関
係
」（
堀
川
貴
司
・
浅
見
洋
二
編
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』「
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
」
第
十
三
巻
、

汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
、
以
下
「
査
論
文
」
と
略
す
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
「
査
論
文
」
が
収
録
さ
れ
る
前
掲
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
は
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
一
定
の
期
間
が

経
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
五
山
関
係
史
料
を
用
い
る
学
問
に
お
い
て
は
、「
査
論
文
」
に
対
し
て
何
の
論
評
も
な
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
看
過
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
と
い
う
姿
勢
が
「
査
論
文
」
の
質
の
低

下
を
招
い
た
原
因
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
五
山
関
係
史
料
を
用
い
た
論
文
の
質
の
問
題
と
な
る
と
、
そ
の
批
判
対
象
は
「
査
論
文
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
だ
が
私
見
で
は
、
そ
れ
ら
の
論
文
に
共
通
す
る
問
題
は
、
引
用
史
料
に
対
し
て
正
面
き
っ
た
解
釈
を
行
な
っ
て
い
な
い

点
に
あ
る
⑶
。
し
か
し
「
査
論
文
」
の
問
題
は
、
そ
れ
以
外
に
も
形
式
面
で
の
初
歩
的
な
誤
り
が
多
く
、
論
文
の
質
の
低
さ

が
際
立
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
査
論
文
」
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
八
日
に
大
阪
大
学
で
行
な
わ
れ
た
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定

領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
―
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創
生
―
」
の
重
点
項
目
「
東
ア

ジ
ア
の
な
か
の
五
山
文
化
」
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
海
域
文
化
交
流
の
な
か
の
五
山
禅
林
Ⅰ
」
に
お
け
る
研

究
発
表
に
基
づ
く
も
の
だ
か
ら
⑷
、
そ
の
際
に
、
研
究
者
の
間
か
ら
、
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
や
批
判
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

で
、
そ
れ
ら
が
「
査
論
文
」
に
反
映
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



425

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

　

し
か
し
、
査
屏
球
氏
が
行
な
っ
た
研
究
発
表
の
成
果
は
、
最
初
に
「
寒
山
拾
得
的
受
容
与
変
容
―
五
山
禅
僧
詩
画
中
寒
拾

形
象
与
宋
元
禅
文
学
関
係
考
」（『
寒
山
子
曁
和
合
文
化
国
際
研
討
会
論
文
集
』
浙
江
大
学
電
子
音
像
出
版
社
、
二
〇
〇
九
、
以
下

「
査
中
文
」
と
略
す
）
と
し
て
公
に
さ
れ
る
が
、「
三
部
構
成
」
が
欠
如
し
、「
修
辞
法
」
上
の
誤
り
も
看
過
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
四
年
後
、「
査
論
文
」
と
し
て
前
掲
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
に
収
録
さ
れ
る
。
し
か
し
「
査
論

文
」
の
内
容
は
、「
査
中
文
」
を
わ
ず
か
に
改
変
し
た
だ
け
で
、「
三
部
構
成
」
の
欠
如
や
「
修
辞
法
」
上
の
誤
り
に
つ
い
て

は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
⑸
。
つ
ま
り
五
山
関
係
史
料
を
用
い
る
学
問
に
お
い
て
、
論
文
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
機
能
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
「
三
部
構
成
」「
修
辞
法
」
の
二
点
か
ら
「
査
論
文
」
を
分
析
す
る
。
そ
の
分
析
結
果
か
ら

「
査
論
文
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
論
文
の
教
室
』『
漢
詩
入
門
』
に
記
さ
れ
る
基
本
中
の
基
本
が
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。

　

ま
た
「
査
論
文
」
の
史
料
引
用
の
誤
り
を
と
り
あ
げ
、
誤
字
の
い
く
つ
か
は
、
査
屏
球
氏
の
論
文
原
稿
の
簡
体
字
が
機
械

的
に
新
字
体
へ
変
換
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
こ
か
ら
翻
訳
編
集
の
際
に
、
引
用
史
料
に
対
し
て

直
接
原
文
に
あ
た
っ
て
の
確
認
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

一
、「
三
部
構
成
」「
修
辞
法
」
に
よ
る
分
析

　

最
初
に
長
文
に
な
る
が
、
前
掲
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
序
説
七
頁
に
載
せ
ら
れ
る
「
査
論
文
」
の
要
約
を
掲
げ
る
。

祖
師
（
達
磨
以
下
、
中
国
の
禅
の
高
僧
た
ち
）
の
な
か
で
も
特
異
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
知
ら
れ
る
寒
山
・
拾
得
を
詠
ん
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だ
詩
や
そ
の
絵
画
を
博
捜
し
、
鎌
倉
後
期
の
来
日
僧
や
留
学
僧
に
始
ま
っ
て
室
町
初
期
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
、
破ほ

庵あ
ん

派
・
松
源
派
・
曹
源
派
・
松
源
派
古く

林り
ん

下
お
よ
び
大だ
い

慧え

派
と
い
っ
た
法
系
ご
と
に
分
類
し
て
辿
っ
て
い
く
。
日
本
で

は
、
宋
元
代
の
禅
僧
に
よ
っ
て
祖
師
と
し
て
カ
リ
ス
マ
化
さ
れ
て
い
た
二
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
こ
に
喜

劇
的
な
性
格
が
強
調
付
加
さ
れ
、
室
町
か
ら
江
戸
に
至
っ
て
も
禅
の
世
界
の
人
気
者
で
あ
り
続
け
た
が
、
こ
れ
は
、
明

清
代
の
中
国
に
お
い
て
土
着
信
仰
と
融
合
し
て
民
間
神
に
変
化
す
る
の
と
は
大
き
く
異
な
る
現
象
だ
、
と
指
摘
す
る
。

表
面
上
は
大
き
な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
本
質
は
か
な
り
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
、
日
本
の
外
来
文
化
の

受
容
の
あ
り
方
を
示
す
例
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　
「
査
論
文
」
の
考
察
対
象
は
、
中
国
宋
元
代
の
禅
僧
・
日
本
の
五
山
僧
等
の
語
録
に
の
こ
さ
れ
る
寒
山
拾
得
に
関
連
す
る

詩
文
で
あ
る
。「
査
論
文
」
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
法
系
す
な
わ
ち
門
派
ご
と
に
分
析
し
、
画
賛
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る

絵
画
史
料
と
関
連
づ
け
て
検
討
し
て
い
る
。

　

し
か
し
私
は
、「
査
論
文
」
か
ら
「
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
と
関
連
す
る
詩
文
や
絵
画
が
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
そ

し
て
変
容
し
て
い
っ
た
か
」
に
つ
い
て
、
新
た
に
得
る
も
の
は
全
く
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

①
「
査
論
文
」
は
受
容
・
変
容
過
程
を
門
派
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
が
、
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
先
行

研
究
の
検
討
が
不
十
分
な
ま
ま
で
、「
問
い
」
を
導
き
出
せ
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
問
い
」
が
な
い
以
上
、「
査
論
文
」

の
「
答
え
（
主
張
）」
も
「
情
報
を
時
系
列
的
に
羅
列
し
て
い
る
」
だ
け
で
あ
る
⑹
。
つ
ま
り
後
掲
の
羅
時
進
・
崔
小

敬
両
氏
の
研
究
の
枠
組
み
を
敷
衍
し
、
門
派
ご
と
に
史
料
を
貼
り
付
け
て
い
る
だ
け
で
、
新
た
な
主
張
が
付
加
さ
れ
て

い
な
い
。

②
形
式
を
無
視
し
た
史
料
引
用
と
読
解
の
問
題
が
あ
る
。
不
正
確
な
読
解
の
集
約
で
は
「
論
証
」
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て

こ
の
問
題
は
、
以
下
の
三
点
に
分
類
で
き
る
。（
１
）
句
読
の
誤
り
、（
２
）
先
行
研
究
参
照
不
備
、（
３
）
史
料
引
用
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の
仕
方
。

　

で
は
、
①
②
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

①
「
問
い
」
の
欠
如 

―
―
門
派
の
視
点
―
―

　

ま
ず
「
査
論
文
」
四
二
頁
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
来
日
し
た
禅
僧
の
中
国
に
お
け
る
師
承
関
係
や
、
来
日
後
に
お
け
る
五
山
僧
と
の
師
承
関
係
、
ま
た
入

宋
・
入
元
し
た
日
本
僧
の
中
国
に
お
け
る
師
承
関
係
に
つ
い
て
、
①
そ
の
継
承
と
発
展
の
あ
り
方
を
分
析
し
つ
つ
、
寒

山
拾
得
に
関
す
る
文
学
の
変
容
を
考
察
し
て
い
く
。
以
下
、
②
影
響
力
の
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
門
派
ご
と
に
整
理
を
行

い
、
互
い
に
関
連
す
る
作
品
の
比
較
を
試
み
た
い
。

　

し
か
し
傍
線
①
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
、
私
に
は
「
査
論
文
」
中
に
明
瞭
な
記
述
が
見
つ
け

ら
れ
な
い
。
ま
た
続
け
て
傍
線
②
と
記
さ
れ
る
が
、
要
す
る
に
、
こ
れ
も
「
門
派
ご
と
に
作
品
を
見
て
行
く
」
と
述
べ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
実
、
門
派
ご
と
に
見
て
い
く
意
義
が
ど
こ
に
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
管
見
で
門
派
の
視
点
を
採
用
し
た
研
究
を
あ
げ
れ
ば
、
た
と
え
ば
外
交
史
に
お
い
て
は
、
伊
藤
幸
司
『
中
世

日
本
の
外
交
と
禅
宗
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。
同
書
の
中
で
、
伊
藤
氏
は
、
村
井
章
介
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の

中
世
日
本
』（
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
）
が
提
示
し
た
枠
組
み
を
再
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
中
世
後
期
に
渡
海
し
た
禅
僧
た
ち

は
、
ほ
ぼ
外
交
機
関
と
し
て
の
「
五
山
」
に
属
し
、
彼
ら
は
「
五
山
」
と
い
う
ひ
と
ま
と
と
ま
り
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、

伊
藤
氏
は
そ
の
点
を
問
題
と
し
、
よ
り
細
か
な
門
派
の
視
点
か
ら
再
検
討
を
加
え
、
当
時
の
外
交
の
あ
り
方
や
禅
宗
勢
力
の

実
態
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

　

ま
た
五
山
文
学
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
太
田
亨
「
初
期
禅
林
に
お
け
る
外
集
受
容
初
探
―
杜
詩
受
容
を
中
心
と
し
て
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―
」（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
四
一
号
、
二
〇
〇
二
）
で
は
「
禅
僧
の
詠
出
法
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
門
派
毎
に
特
徴
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
」
と
の
見
通
し
を
立
て
、
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
』（
至
文
堂
、
一
九
五
五
）
の
提
示
し
た

「
宋
・
元
・
明
の
三
大
系
統
」
の
分
類
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
見
出
す
。
そ
し
て
門
派
ご
と
に
詠
出
法
の
違
い
が
あ
っ
た

と
結
論
づ
け
る
。

　

伊
藤
・
太
田
両
氏
の
研
究
は
、
歴
史
と
文
学
の
違
い
は
あ
れ
、
と
も
に
先
行
研
究
が
示
し
た
枠
組
み
す
な
わ
ち
「
五
山
」

や
「
宋
・
元
・
明
の
三
大
系
統
」
で
は
、
実
態
把
握
に
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
、
新
た
に
門
派
の
視
点
か
ら
再
検
討
を
加
え

た
点
が
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
「
査
論
文
」
は
、
伊
藤
・
太
田
両
氏
等
の
門
派
の
視
点
か
ら
の
研
究
に
言
及
し
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
査
論
文
」
で
は
、
先
行
研
究
に
対
す
る
言
及
が
少
な
す
ぎ
る
。
序
文
お
よ
び
そ
の
注
に
あ
げ
ら
れ
る
編
著
・

論
著
名
は
、
上
村
観
光
編
『
五
山
文
学
全
集
』（
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、
一
九
七
三
）・
玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
学
新
集
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
～
八
一
）・
蔭
木
英
雄
『
五
山
詩
史
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
）
だ
け
で
あ
る
。

　

序
文
以
外
で
は
、
第
四
章
で
有
馬
頼
底
（
劉
建
訳
）『
禅
僧
生
涯
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
を
あ
げ
て
、

日
本
の
鎌
倉
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
、
禅
文
学
に
は
三
つ
の
派
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。

　

ま
た
終
章
「
お
わ
り
に
」
で
は
、
島
田
修
二
郎
・
入
矢
義
高
監
修
『
禅
林
画
賛 

中
世
水
墨
画
を
読
む
』（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
八
七
）
か
ら
、
春
屋
宗
園
（
一
五
二
九
～
一
六
一
一
）
の
画
賛
を
引
用
す
る
。
こ
れ
は
日
本
で
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ

が
だ
ん
だ
ん
と
世
俗
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
引
用
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
章
に
お
い
て
、
羅
時
進
「
日
本
寒

山
題
材
絵
画
創
作
及
其
淵
源
」（『
文
藝
研
究
』
二
〇
〇
五
年
第
三
期
）
に
基
づ
い
て
、
江
戸
時
代
以
後
の
日
本
に
お
け
る
寒

山
拾
得
の
受
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
他
方
、
崔
小
敬
「
寒
山 

重
構
中
的
伝
説
影
像
」（『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）

に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
、
具
体
的
に
は
「
和
仙
」「
合
仙
」
と
い
う
民
間
神
へ
の
変
容
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に
言
及
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
以
上
の
論
著
の
引
用
の
仕
方
や
そ
の
内
容
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
は
論
じ
な
い
が
、「
査
論
文
」

に
は
、
先
行
研
究
を
あ
る
程
度
ま
で
網
羅
検
討
し
た
上
で
の
「
問
い
」
す
な
わ
ち
論
点
の
設
定
は
な
い
。

②
史
料
の
誤
読 
―
―
「
修
辞
法
」
を
無
視
し
た
句
読
と
不
正
確
な
「
論
証
」 

―
―

１
【
句
読
の
誤
り
】

⑴
無
学
祖
元
の
例

【
一
】	上
堂
「
結
夏
已
一
月
、
寒
山
子
作
麽
生◎

、
ａ
乞
無
再
、
面
語
要
随
郷◎

」。
（「
査
論
文
」
四
三
頁･

「
査
中
文
」
三
七
頁
）

　

史
料
【
一
】
は
、「
査
論
文
」
が
、
無
学
祖
元
『
仏
光
録
』
か
ら
引
用
す
る
も
の
だ
が
、
ま
ず
「
生◎

」（
下
平
八
庚
）
と

「
郷◎

」（
下
平
七
陽
）
が
通
押
の
関
係
に
あ
り
、
私
は
「
生
」
の
字
の
後
に
、
読
点
で
は
な
く
句
点
を
付
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

次
に
傍
線
ａ
の
句
読
は
、「
査
論
文
」「
査
中
文
」
も
同
じ
だ
か
ら
、
単
な
る
校
正
ミ
ス
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
無
学
和
尚
初
住
大
宋
台
州
真
如
禅
寺
語
録
』
二
一
葉
（
嘉
慶
二
年
刊
〔
一
三
八
八
〕、
Ｗ
Ａ
六
‒

一
三
）
の
句
読
「
乞
無
再
面
、
語
要
随
郷
」
が
正
し
い
⑺
。
な
お
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
所
収
『
仏
光
録
』
巻
一
（
大
正

八
〇
、一
三
五
ｃ
）
は
、
間
に
句
読
点
を
打
た
ず
、
こ
の
二
句
を
一
句
と
み
な
す
。

　
「
査
論
文
」
は
、
こ
の
史
料
に
対
す
る
解
釈
を
示
さ
な
い
が
、『
仏
光
録
』
巻
一
（
大
正
八
〇
、一
三
五
ｃ
）
の
注
記
に
「
原

本
冠
註
曰
〈
此
段
恐
有
缺
文
歟
〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
段
に
は
、
欠
文
が
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
十
分
な
解
釈
が
で

き
る
史
料
で
は
な
い
。

　

実
際
に
内
容
を
見
る
と
、「
寒
山
子
作

生
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
が
、
ま
ず
「
乞
無
再
面
」
は
「
も
う
二
度
と
会
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い
た
く
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
た
と
え
ば
『
夢
窓
国
師
語
録
』（
大
正
八
〇
、四
五
一
ｃ
）
の
例
が
あ
る
。

乃
云
「
二
千
年
前
、
萬
化
千
變
。
二
千
年
後
、
乞
無
再
面
。
好
箇
太
平
時
節
、
波
旬
却
具
一
隻
眼
」（
二
千
年
前
に
釈

迦
の
お
か
げ
で
世
の
中
は
す
っ
か
り
変
化
し
た
。
し
か
し
二
千
年
後
の
今
は
再
び
釈
迦
に
会
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
願
っ
て

い
る
。
釈
迦
が
二
千
年
前
に
示
寂
し
た
お
か
げ
で
、
今
は
平
和
な
時
節
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
波
旬
が
釈
迦
に
示
寂
を
勧
め
た

の
も
、
か
え
っ
て
み
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
だ
）。

　

次
に
「
語
要
随
郷
」
は
、「
随
郷
」
が
成
語
の
「
入
郷
随
俗
」「
入
郷
随
郷
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
、「
そ
の
土
地
に

行
っ
た
ら
、
そ
の
土
地
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

た
だ
私
に
は
、「
乞
無
再
面
」
と
「
語
要
随
郷
」
の
二
句
を
、
一
体
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
か
、

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
「
査
論
文
」
で
は
、
具
体
的
な
解
釈
も
示
さ
ず
、
し
か
も
句
読
を
誤
っ
た
ま
ま
で
、
こ
の
史
料
を
引

用
し
て
い
る
。

　

以
下
、
無
学
の
画
賛
に
つ
い
て
形
式
面
を
見
る
。

　

○
「
寒
山
」

【
二
】	文
殊
大
人
境
界
、
本
来
無
壊
無
雑●
。
幸
得
一
幅
白
紙
、
又
添
一
重
垃
圾●

、
髪
峰
鬆
甚
面
目■

。

【
三
】	紅
葉
題
詩
、
青
天
作
屋■

、
再
出
頭
来
、
与
吾
洗
足■

、
胡
写
乱
写
、
千
偈
成
集◆

、
寒
岩
倚
天
、
飛
湍
箭
急◆

。

（「
査
論
文
」
四
三
頁
・「
査
中
文
」
三
八
頁
）

　
「
査
論
文
」
は
「
寒
山
」
の
画
賛
を
引
用
し
、【
二
】
と
【
三
】
の
二
段
に
分
断
す
る
が
、
私
は
全
体
で
三
段
に
分
け
る
べ

き
だ
と
考
え
る
。
ま
た
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
は
と
も
に
同
じ
句
読
な
の
だ
か
ら
、
二
段
に
分
段
し
て
い
る
の
は
単
な
る

校
正
ミ
ス
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

ま
ず
【
二
】
の
「
雑●

」（
入
声
十
五
合
）
と
「
圾●

」（
入
声
十
四
緝
）
が
通
押
し
、
次
に
【
二
】
の
「
目■

」（
入
声
一
屋
）
と
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【
三
】
の
「
屋■

」（
入
声
一
屋
）・「
足■

」（
入
声
二
沃
）
が
通
押
す
る
。
そ
し
て
【
三
】
の
「
集◆

」・「
急◆

」（
入
声
十
四
緝
）
が

押
韻
す
る
。

　

実
際
『
仏
光
録
』
巻
八
（
大
正
八
〇
、二
一
七
ｂ　

以
下
「
大
正
本
」）
や
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
仏
光
録
』
仏
祖
讃

一
七
葉
（
五
山
版
、［
谷
村
文
庫
］
一-

二
五
／
フ
／
二 

貴
、
七
六
三
七
〇
八 

以
下
「
京
大
本
」）
は
、
押
韻
字
に
よ
っ
て
三
段

に
分
断
し
、
句
読
も
押
韻
字
で
切
っ
て
い
る
。
ま
た
「
査
論
文
」
は
「
大
正
本
」
に
依
拠
し
て
、
網
掛
け
の
「
峰
」
の
字
を

引
用
す
る
が
、「
京
大
本
」
に
よ
っ
て
「
髼
」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
る
⑻
。

　

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
殊
大
人
境
界
、
本
来
無
壊
無
雑●

。
幸
得
一
幅
白
紙
、
又
添
一
重
垃
圾●

。

髪
髼
鬆
、
甚
面
目■

。
紅
葉
題
詩
、
青
天
作
屋■

。
再
出
頭
来
、
与
吾
洗
足■

。

胡
写
乱
写
、
千
偈
成
集◆

。
寒
岩
倚
天
、
飛
湍
箭
急◆

。

 　

○
「
拾
得
」

【
四
】	両
脚
蹁
蹮
、
叉
手
握
節●

、
普
賢
門
風
、
一
斉
漏
泄●

。
看
何
書
不
識
義▶

、

眼
、
枉
簁
気
。
▼▼

【
五
】	月
照
峨
眉
、
家
山
万
里▼
。
你
題
詩
我
磨
墨■
、
痴
人
不
識
野
雲
情
、
涼
兎
漸
遥
春
草
緑■

。
ｂ
人
人
銀
色
、
世
界
処

処
、
白
玉
楼
閣◆

。
因
你
動
著
笤
箒
、
糞
掃
堆
山
積
岳◆

。

（「
査
論
文
」
四
三
頁
・「
査
中
文
」
三
八
頁
）

　
「
査
論
文
」
は
、【
四
】
と
【
五
】
の
二
段
に
分
断
す
る
が
、
私
は
全
部
で
四
段
に
分
か
つ
べ
き
だ
と
判
断
す
る
。
ま
た

「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
同
じ
句
読
だ
か
ら
、
単
な
る
校
正
ミ
ス
で
は
な
い
。

　

第
一
に
【
四
】「
節●

」「
泄●

」（
入
声
九
屑
）
が
押
韻
す
る
。
第
二
に
【
四
】
の
「
義▼
」（
去
声
四
寘
）・「
気▼
」（
去
声
五
未
）
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と
【
五
】
の
「
里▼
」（
上
声
四
紙
）
が
通
押
す
る
。「
里
」
は
「
義
」
と
四
声
相
配
の
関
係
で
あ
る
か
ら
、
上
声
去
声
の
通
用

す
な
わ
ち
同
音
異
調
の
通
押
と
考
え
る
⑼
。
第
三
に
【
五
】「
墨■

」（
入
声
十
三
職
）
と
「
緑■

」（
入
声
二
沃
）
が
通
押
す
る
⑽
。

最
後
に
【
五
】「
閣◆

」（
入
声
十
薬
）
と
「
岳◆

」（
入
声
三
覚
）
が
通
押
す
る
⑾
。

　
「
大
正
本
」（
大
正
八
〇
、二
一
七
ｂ
）・「
京
大
本
」
仏
祖
讃
一
八
葉
は
、
正
し
く
四
段
に
分
断
す
る
。
た
だ
し
「
大
正
本
」
や

陳
燿
東
『
寒
山
詩
集
版
本
研
究
』（
世
界
知
識
出
版
社
、
二
〇
〇
七　

以
下
「
陳
研
究
」）
四
二
八
頁
が
、
傍
線
ｂ
の
よ
う
に
句

読
す
る
の
は
誤
り
で
、「
京
大
本
」
の
よ
う
に
、「
人
人
銀
色
世
界
、
処
処
白
玉
楼
閣
」
と
対
句
に
句
読
す
る
の
が
正
し
い
⑿
。

　

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

両
脚
蹁
蹮
、
叉
手
握
節●

。
普
賢
門
風
、
一
斉
漏
泄●

。

看
何
書
、
不
識
義▼
。

眼
、
枉
簁
気▼
。
月
照
峨
眉
、
家
山
万
里▼
。

你
題
詩
、
我
磨
墨■

。
痴
人
不
識
野
雲
情
、
涼
兎
漸
遥
春
草
緑■

。

人
人
銀
色
世
界
、
処
処
白
玉
楼
閣◆

。
因
你
動
著
笤
箒
、
糞
掃
堆
山
積
岳◆

。

　

○
「
寒
山
拾
得
同
軸
」

【
六
】	文
殊
普
賢
、
彌
陀◎

攫
金
。
撞
入
娑
婆◎
、
月
下
有
人
。
見
你
相
牽
、
且
入
草
窠◎

。

【
七
】	指
月
話
月
、
一
口
一
舌●

。
ｃ
広
南
除
夜
、
納
涼
五
台
。
六
月
下
雪●

、
対
月
論
心
。
唯
我
与
你▲
、
見
得
分
明
、
未
能

忘
指▲
。

（「
査
論
文
」
四
四
頁
・「
査
中
文
」
三
八
頁
）

　
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
は
同
じ
句
読
だ
か
ら
、
校
正
ミ
ス
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
【
六
】
は
、「
陀◎

」「
婆◎

」「
窠◎

」（
下
平
五
歌
）
が
押
韻
す
る
六
言
詩
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
大
正
本
」（
大
正
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八
〇
、二
一
七
ｃ
）・「
京
大
本
」
仏
祖
讃
一
八
葉
・「
陳
研
究
」
四
二
八
頁
・「
査
論
文
」
の
句
読
は
誤
り
で
あ
る
。

　

ま
た
「
査
論
文
」
が
「
上
有
豊
干
」
の
注
記
を
省
略
し
た
の
は
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
「
上
有
豊
干
」
の
注
記
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
前
身
が
「
彌
陀
」
で
あ
る
豊
干
も
、
寒
山
拾
得
と
と
も
に
こ
の
画
賛
が
記
さ
れ
た
絵
画

の
中
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
【
七
】
に
つ
い
て
は
、
私
は
二
段
に
分
か
つ
べ
き
だ
と
判
断
す
る
。
と
い
う
の
は
、「
舌●

」「
雪●

」（
入
声
九
屑
）
が

押
韻
し
、「
你▲
」「
指▲
」（
上
声
四
紙
）
が
押
韻
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、「
大
正
本
」（
大
正
八
〇
、二
一
七
ｃ
）
は
、

正
し
く
二
段
に
分
断
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
大
正
本
」「
京
大
本
」「
陳
研
究
」「
査
論
文
」
は
、
傍
線
ｃ
の
よ
う
に
句
読
す

る
が
、
こ
れ
は
「
広
南
除
夜
納
涼
、
五
台
六
月
下
雪
」
の
対
句
と
し
て
句
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
殊
普
賢
彌
陀◎

、
攫
金
撞
入
娑
婆◎

。
月
下
有
人
見
你
、
相
牽
且
入
草
窠◎

。［
上
有
豊
干
］。

指
月
話
月
、
一
口
一
舌●

。
広
南
除
夜
納
涼
、
五
台
六
月
下
雪●

。

対
月
論
心
、
唯
我
与
你▲
。
見
得
分
明
、
未
能
忘
指▲
。

　

○
「
四
睡
」

【
八
】	松
門
外
、
双
㵎
曲●

。
人
斑
変
作
虎
斑
、
慈
悲
都
是
悪
毒●

。
你
也
睡
足
、
我
也
睡
足●

。
風
起
腥
膻
、
彌
満
山
谷●

。

依
依
残
月
転
松
関◎

、
睡
裏
須
還
各
著
姦◎

。
話
到
劫
空
懸
遠
事
、
虎
斑
終
不
似
人
斑◎

。

（「
査
論
文
」
四
四
頁
・「
査
中
文
」
三
八
頁
）

　
「
査
論
文
」
は
【
八
】
を
一
段
と
み
な
す
が
、
二
段
に
分
か
つ
べ
き
で
あ
る
。
な
お
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
同
じ

句
読
だ
か
ら
、
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
に
く
い
。
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ま
ず
「
曲●

」「
毒●

」「
足●

」（
入
声
二
沃
）「
谷●

」（
入
声
一
屋
）
が
通
押
す
る
。
そ
し
て
後
半
は
「
関◎

」「
姦◎

」「
斑◎

」（
上
平

十
五
刪
）
が
押
韻
し
、
七
言
絶
句
と
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
大
正
本
」（
大
正
八
〇
、二
一
七
ｃ
）・「
京
大
本
」
仏
祖
讃
一
八
葉
の
分
段
が
正
し
い
⒀
。
な
お
「
査
論
文
」

「
査
中
文
」
は
「
大
正
本
」
よ
り
引
用
す
る
が
、
網
掛
け
の
「
膻
」
の
字
は
、「
大
正
本
」「
京
大
本
」
に
は
「
羶
」
と
あ
る
。

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

松
門
外
、
双
㵎
曲●

。
人
斑
変
作
虎
斑
、
慈
悲
都
是
悪
毒●

。
你
也
睡
足
、
我
也
睡
足●

。
風
起
腥
羶
、
彌
満
山
谷●

。

依
依
残
月
転
松
関◎

、
睡
裏
須
還
各
著
姦◎

。
話
到
劫
空
懸
遠
事
、
虎
斑
終
不
似
人
斑◎

。

⑵
義
堂
周
信
の
画
賛
の
例

　

○
「
寒
山
拾
得
」

【
九
】	曳
帚
背
人
行
、
一
転
知
他
何
処
。
掃
塵
埃◎

忙
忙
、
不
見
天
辺
月
、
却
被
寒
兄
指
点
来◎

。

【
一
〇
】	山
衣
被
勃
窣
、
頭
髪
乱
婆
娑○

。
怪
得
曳
苕
帚
、
満
廊
紅
葉
多○

。
手
展
是
何
巻
、
寧
非
行
願
経□

。
勧
爾
急
看
畢
、

国
清
斎
鼓
鳴□

。

（「
査
論
文
」
四
九
頁
・「
査
中
文
」
四
〇･

一
頁
）

　
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
句
読
は
同
じ
で
あ
る
。
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
に
く
い
。

　

ま
ず
【
九
】
は
「
埃◎

」「
来◎

」（
上
平
十
灰
）
が
押
韻
す
る
七
言
絶
句
で
あ
る
。
し
か
し
「
査
論
文
」・『
義
堂
和
尚
語
録
』

巻
四
（
大
正
八
〇
、五
三
九
ａ
）
も
句
読
を
誤
る
。
こ
の
場
合
、「
陳
研
究
」
四
八
九
頁
の
句
読
が
正
し
い
。

　

つ
ぎ
に
【
一
〇
】
は
、「
査
論
文
」・『
義
堂
和
尚
語
録
』
巻
四
（
大
正
八
〇
、五
三
九
ａ
）・「
陳
研
究
」
四
九
〇
頁
も
一
段

と
み
な
す
が
、
二
段
に
分
か
つ
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
「
娑○

」「
多○

」（
下
平
五
歌
）
が
押
韻
し
、「
経□

」（
下
平
九
青
）
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「
鳴□

」（
下
平
八
庚
）
が
通
押
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
義
堂
和
尚
語
録
』
巻
四
、二
二
葉

（
元
禄
八
年
刊
［
一
六
九
五
］、
佐
野
文
庫
一
三
／
四
四‒

一
）
で
は
、
そ
の
訓
点
や
送
り
仮
名
な
ど
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

二
段
に
分
け
て
い
る
⒁
。

　

な
お
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
、「
披
」
の
字
を
網
掛
け
の
「
被
」
の
字
に
誤
っ
て
い
る
。

　

正
し
い
句
読
・
分
段
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

曳
帚
背
人
行
一
転
、
知
他
何
処
掃
塵
埃◎

。
忙
忙
不
見
天
辺
月
、
却
被
寒
兄
指
点
来◎

。

山
衣
披
勃
窣
、
頭
髪
乱
婆
娑○

。
怪
得
曳
苕
帚
、
満
廊
紅
葉
多○

。

手
展
是
何
巻
、
寧
非
行
願
経□

。
勧
爾
急
看
畢
、
国
清
斎
鼓
鳴□

。

　

以
上
の
無
学
祖
元
・
義
堂
周
信
の
画
賛
史
料
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
、「
査
論
文
」「
査
中
文
」
は
、「
図
○
○
」
と
参
照
図

の
番
号
を
注
記
し
、
今
日
の
こ
さ
れ
て
い
る
絵
画
史
料
と
、
そ
し
て
上
記
の
画
賛
が
表
わ
す
画
題
と
が
対
応
す
る
こ
と
を
示

す
。
し
か
し
画
賛
の
分
段
が
誤
っ
て
い
る
以
上
、
絵
画
史
料
と
画
賛
が
一
対
一
に
対
応
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
画
賛
史
料
に

関
す
る
考
察
は
、
全
て
意
味
が
な
い
。
ま
た
「
査
中
文
」
に
は
絵
画
史
料
の
図
版
が
転
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
査
論
文
」
で

は
、
残
念
な
が
ら
図
版
の
転
載
が
見
送
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
「
査
論
文
」
は
、
お
そ
ら
く
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
電
子
デ
ー
タ
に
依
拠
し
、
そ
の
句
読
の
誤
り
を
引
き
継
い
で
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
句
読
を
改
悪
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
も
し
あ
え
て
「
誤
読
」
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
説
明
が

必
要
で
あ
る
⒂
。

２
【
先
行
研
究
参
照
不
備
】

⑴
「
寒
山
子
作
麽
生
」
句
（
と
「
水
牯
牛
作
麽
生
」
句
）
の
理
解
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上
掲
【
一
】
の
他
に
、「
査
論
文
」
六
四
・
五
頁
に
は
、「
寒
山
子
」「
水
牯
牛
」
に
関
す
る
史
料
が
五
例
引
用
さ
れ
る
。
そ

の
上
で
「
査
論
文
」
は
「
臨
済
宗
の
禅
家
た
ち
は
、
こ
れ
ら
〈
水
牯
牛
〉
と
〈
寒
山
子
〉
の
公
案
を
結
び
付
け
て
説
く
よ
う

に
な
」
っ
た
と
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
「
査
論
文
」
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

「
牯
牛
」
の
公
案
は
、
物
の
相
に
は
定
め
が
な
く
、
言
語
は
そ
れ
が
指
し
示
す
物
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
こ
と
を
説
く
。

ま
た
「
寒
山
」
の
公
案
は
、
彼
が
普マ

マ賢
菩
薩
の
化
身
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
を
用
い
⒃
、
肉
体
は
所
詮
仮
の
も
の
に
過

ぎ
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
両
者
と
も
に
、
③
万
象
は
み
な
空
で
あ
る
と
い
う
禅
の
教
え
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
、
禅
家
は
両
者
を
一
つ
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、『
宋
高
僧
伝
』
等
の
伝
記
材
料
に
見
え
る
寒
山

の
変
身
の
描
写
が
、
精
彩
に
富
み
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。「
寒
山
牯
牛
」
は
、

か
く
し
て
禅
家
が
常
用
す
る
公
案
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。

　

私
に
は
こ
の
一
段
の
意
味
内
容
が
理
解
で
き
な
い
が
、
た
だ
少
な
く
と
も
、
次
の
こ
と
だ
け
は
断
言
で
き
る
。「
寒
山
子

（
作

生
）」
や
「
水
牯
牛
（
作

生
）」
の
語
句
を
用
い
た
説
法
は
、
傍
線
③
の
よ
う
な
空
を
強
調
し
た
も
の
で
は
な
い
と
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
「
寒
山
子
（
作

生
）」
等
の
語
句
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
葉
珠
紅
『
寒
山
詩
集
論
叢
』（
秀
威
資
訊

科
技
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
六
）
に
詳
論
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
寒
山
詩
集
論
叢
』
四
二
頁
に
よ
る
と
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
語
句
は
結
夏
・
安
居
・
解
夏
の
時
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
同
書
四
七
頁
で
『
海
印
昭
如
禅
師
語
録
』（
卍
続
七
〇
、六
四
五
ｂ
）
の
例
を
注
に
引
用
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う

に
考
証
す
る
。

寒
山
即
水
牯
牛
，
水
牯
牛
即
寒
山
，
寒
山
子
與
水
牯
牛
，
在
元
代
海
印
昭
如
禪
師
手
上
，
有
了
「
那
事
」
的
代
稱
，

「
那
事
」
表
面
指
寒
山
子
與
水
牯
牛
，
實
際
上
是
借
寒
山
子
與
水
牯
牛
喩
「
求
開
悟
」
一
事
，
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石
屋
珙
禪
師
曰
：

示
衆
，
古
德
道
：
結
夏
半
月
日
了
也
，
水
牯
牛
作
麽
生
？ 

有
者
道
：
結
夏
半
月
日
了
也
，
寒
山
子
作
麽
生
？ 

福

源
道
：
結
夏
半
月
日
了
也
，
己
躬
下
事
作
麽
生
？

石
屋
珙
禪
師
之
「
己
躬
下
事
」，
與
乾
乾
湜
禪
師
提
問
「
本
分
事
作
麽
生
」、「
寒
山
子
作
麽
生
」
意
同
，
其
意
爲
：
明
一

己
之
本
分
事
，
要
先
懂
寒
山
子
：
懂
寒
山
子
即
水
牯
牛
，
懂
得
寒
山
子
，
也
就
是
御
得
水
牯
牛
，
也
就
是
走
向
「
開
悟
」。

在
結
夏
期
間
，
將
「
寒
山
子
與
水
牯
牛
」
作
爲
「
禪
定
」
表
徴
的
，
…
…

　

要
す
る
に
『
寒
山
詩
集
論
叢
』
か
ら
は
、「
寒
山
子
（
作
麽
生
）」
＝
「
水
牯
牛
（
作
麽
生
）」
＝
「
己
躬
下
事
（
作
麽
生
）」

と
い
う
言
い
か
え
が
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
己
躬
下
事
」
と
は
、
修
行
者
自
身
の
境
界
を
指
す
の
だ
か
ら
、

「
寒
山
子
作
麽
生
」
と
は
「
あ
な
た
が
た
は
、〈
寒
山
詩
〉
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
寒
山
の
心
境
が
獲
得
で
き
た
か
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

　

ま
た
「
水
牯
牛
作
麽
生
」
も
、
牛
が
「
十
牛
図
」
に
お
い
て
禅
の
悟
り
に
い
た
る
段
階
を
表
わ
す
た
め
に
、
心
の
象
徴
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
あ
な
た
が
た
は
、
己
事
を
究
明
で
き
た
の
か
」
の
言
い
か
え
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
「
査
論
文
」
は
理
解
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
は
「
査
論
文
」
に
お
け
る
大
き
な
誤
り
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
結
夏
・
解
夏
の
上
堂
に
「
寒
山
」
の
語
が
あ

る
場
合
、「
寒
山
」
と
は
、
実
は
「
修
行
僧
や
そ
の
心
境
や
悟
り
得
た
と
こ
ろ
」
を
指
し
示
し
て
い
る
。

　

以
下
の
三
例
に
つ
い
て
も
、
そ
の
こ
と
は
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
一
二
】	次
日
上
堂
「
十
五
日
已
前◎

鉢
盂
口
向
天◎

、
十
五
日
已
後
鞔
却
紫
茸
氈◎

。
正
当
今
日
聻
」。（
卓
柱
杖
云
）「
寒
山

不
管
安
居
事
、
須
彌
頂
上
打
鞦
韆◎

」。

（「
査
論
文
」
四
六
頁
・「
査
中
文
」
三
九
頁
）
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「
査
論
文
」
の
解
釈

僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
富
貴
と
な
る
者
が
い
る
が
、
寒
山
は
そ
の
よ
う
な
得
失
や
浮
沈
に
全
く
興
味
を
示
さ
ず
、
た
だ
仏

像
の
上
で
ブ
ラ
ン
コ
を
揺
ら
し
、
己
の
楽
し
み
に
耽
る
。
初
め
の
一
則
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
心
中
に
仏
を

宿
す
者
は
、
外
物
の
し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
ず
、
ま
た
仏
家
の
礼
法
に
も
拘
泥
し
な
い
も
の
だ
、
と
説
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
史
料
は
『
夢
窓
国
師
語
録
』
巻
上
（
大
正
八
〇
、四
五
九
ｂ
）
に
あ
る
。
ま
ず
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
は
、
と
も
に

「
拄
」
を
網
掛
け
の
「
柱
」
の
字
に
誤
る
。
ま
た
「
前◎

」「
天◎

」「
氈◎

」「
韆◎

」（
下
平
一
先
）
が
押
韻
す
る
の
で
、「
前
」
と

「
後
」
の
字
の
後
に
、
読
点
を
挿
入
す
べ
き
で
あ
る
。

　

次
に
『
夢
窓
国
師
語
録
』
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
上
堂
の
前
日
は
「
結
夏
小
参
」
す
な
わ
ち
安
居
と
言
わ
れ
る
本
格
的
な

修
行
期
間
の
初
日
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
夢
窓
が
次
の
よ
う
に
言
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

「
修
行
期
間
中
に
〈
鉢
盂
口
向
天
〉（
鉢
の
口
を
上
に
向
け
て
殊
勝
に
乞
食
行
）
を
行
な
う
こ
と
と
思
う
が
、
修
行
期
間

終
了
後
は
〈
鞔
却
紫
茸
氈
〉（
貴
重
な
紫
茸
氈
を
鞋
の
革
な
ど
に
使
用
し
た
り
し
て
台
無
し
な
こ
と
）
を
し
で
か
す
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
で
ま
さ
し
く
今
日
の
と
こ
ろ
は
ど
う
だ
」。
拄
杖
を
突
い
て
言
っ
た
。「
寒
山
す
な
わ
ち
お
ま
え
た
ち
は
安
居

で
あ
る
と
か
な
い
と
か
に
関
係
な
く
、
須
弥
山
の
上
で
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
る
よ
う
な
大
自
在
を
得
よ
」。

　

な
お
「
須
彌
頂
上
打
鞦
韆
」
に
つ
い
て
は
、『
句
双
葛
藤
鈔
』（『
禅
学
典
籍
叢
刊
』
第
一
〇
巻
下
、
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
〇
、五
六
〇
頁
上
）「
蟭
螟
眼
裏
放
夜
市
、
大
蟲
舌
上
打
鞦
韆
」
の
条
に
「
蟭
螟
上
で
も
受
用
し
た
も
の
は
細
微
塵
に

入
、
大
方
処
を
絶
た
も
の
ぞ
、
物
に
す
ぐ
れ
た
物
の
わ
ざ
也
」
と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
大
自
在
を
得
る
」
と
考
え
る
。

【
一
三
】	次
日
上
堂
「
法
歳
已
終
、
人
人
策
功
。
寒
山
拈
却
蓋
面
帛
、
元
是
東
家
李
大
翁
」。

（「
査
論
文
」
四
六
頁
・「
査
中
文
」
三
九
頁
）

「
査
論
文
」
の
解
釈



439

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

ま
た
次
の
一
則
は
、
法
歳
の
礼
が
終
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
人
々
が
仏
の
功
徳
を
讃
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
④
寒
山
が

仏
像
の
顔
を
覆
う
絹
布
を
掲
げ
、
仏
像
が
実
は
た
だ
の
村
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
皆
が
気
づ
く
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
人
間

に
は
皆
、
仏
性
が
あ
り
、
禅
と
俗
と
に
境
目
が
な
い
こ
と
を
説
く
の
だ
が
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
夢
窓
と
い

う
天
才
に
よ
る
独
創
で
あ
ろ
う
。
彼
は
自
ら
の
想
像
力
に
よ
っ
て
か
く
も
喜
劇
的
な
情
景
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
寒
山

は
こ
こ
で
は
一
人
の
喜
劇
役
者
と
な
っ
て
お
り
、
無
学
祖
元
の
題
賛
に
見
ら
れ
た
喜
劇
性
は
、
夢
窓
の
手
に
よ
っ
て
更
な
る

発
展
を
遂
げ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
史
料
も
『
夢
窓
国
師
語
録
』
巻
上
（
大
正
八
〇
、四
五
七
ａ
）
所
収
の
も
の
だ
が
、
ま
ず
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と

も
に
「
人
人
策
功
」
と
「
寒
山
拈
却
蓋
面
帛
」
の
間
に
あ
る
「
卓
拄
杖
一
下
云
」
の
句
を
脱
し
て
い
る
。
そ
れ
を
補
っ
て
、

私
の
解
釈
を
示
す
。

「
す
で
に
解
夏
（
修
行
期
間
が
終
了
）
し
た
の
だ
か
ら
、
み
な
に
は
ご
所
得
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」。
拄
杖
を
突
い

て
言
っ
た
「（
い
や
い
や
立
派
な
ご
所
得
が
あ
る
か
と
思
っ
て
い
た
が
）
寒
山
す
な
わ
ち
み
な
が
お
面
を
と
っ
た
ら
、

な
ん
と
あ
ち
ら
の
家
の
普
通
の
お
っ
さ
ん
で
は
な
い
か
（
な
ん
の
進
歩
も
な
い
平
々
凡
々
な
ま
ま
で
は
な
い
か
）」。

　

私
は
「
東
家
李
大
翁
」
と
は
「
某
所
の
某
甲
」
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
る
。
た
だ
「
査
論
文
」
の
よ
う
に
、「
た
だ
の
村

人
で
あ
っ
た
」
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

し
か
し
「
寒
山
拈
却
蓋
面
帛
」
に
つ
い
て
は
、
夢
窓
自
身
が
、
以
下
に
引
用
す
る
『
夢
窓
国
師
語
録
』
巻
下
、
陞
座
「
上

杉
法
禅
禅
尼
小
祥
忌
請
」（
大
正
八
〇
、四
六
五
ｂ
）
で
も
同
じ
よ
う
に
「
…
…
拈
却
蓋
面
帛
、
元
是
～
」
の
構
文
を
用
い
る

が
、「
査
論
文
」
の
傍
線
④
を
ふ
ま
え
て
、
傍
線
ｄ
を
「
西
施
が
仏
像
の
顔
を
覆
う
絹
布
を
掲
げ
、
仏
像
が
実
は
た
だ
の
と

な
り
の
家
の
ば
あ
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
に
（
皆
が
）
気
づ
く
」
と
解
釈
し
て
、
文
意
が
通
る
と
は
思
え
な
い
。

所
以
道
夢
裏
明
明
有
六
趣
、
覺
後
空
空
無
大
千
。
倘
能
於
此
薦
得
、
ｄ
西
施
拈
却
蓋
面
帛
、
元
是
隣
家
老
母
嫫
（
だ
か
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ら
夢
の
中
で
は
、
六
道
の
世
界
が
は
っ
き
り
と
あ
っ
た
と
い
う
の
に
、
覚
め
て
み
れ
ば
、
空
っ
ぽ
で
大
千
世
界
ま
で
も
な
い

と
い
う
わ
け
だ
。
も
し
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
な
ら
ば
、
あ
の
絶
世
の
美
女
の
西
施
だ
っ
て
化
粧
を
落
と
せ

ば
、
な
ん
と
と
な
り
の
家
の
ば
あ
さ
ん
で
は
な
い
か
）。

　

○
「
法
眷
疏
」

【
一
四
】	寒
山
皺
眉
、
拾
得
笑
撫
掌
。
咲
箇
什
麽
、
歇
後
鄭
五
作
宰
相
。

（「
査
論
文
」
四
九
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

「
査
論
文
」
の
解
釈

「
法
眷
」
と
は
、
共
に
修
行
に
励
む
道
友
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
道
友
が
寒
山
拾
得
の
形
象
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。

苦
労
し
て
修
行
す
る
者
は
、
木
に
登
っ
て
魚
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
で
、
拾
得
に
一
笑
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
に
し
て
悟
り
を
求
め
る
者
は
、
歇
後
詩
し
か
作
れ
な
い
鄭
綮
が
宰
相
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
何
一
つ
な
し
え

る
こ
と
は
な
い
、
と
説
く
の
で
あ
る
。
古
剣
は
寒
拾
の
滑
稽
な
形
象
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
悟
り
を
求
め
る
世
俗
の

者
た
ち
を
嘲
笑
し
、
諷
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
見
え
る
寒
山
が
眉
を
し
か
め
る
と
い
う
仕
草
は
、
彼

の
独
創
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
⒄
。

　

本
史
料
は
古
剣
妙
快
『
了
幻
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
一
六
六
頁
）
に
収
め
ら
れ
る
が
、
ま
ず
表
題
の
「
法
眷

疏
」
と
は
、
通
常
「
新
命
の
同
門
の
友
が
、
そ
の
入じ

ゅ

院え
ん

を
勧
め
慶
賀
す
る
意
味
を
以
て
書
か
れ
る
入
寺
の
疏
」
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
文
章
は
「
疏
」
す
な
わ
ち
四
六
文
で
も
な
く
、
そ
の
内
容
も
「
入
院
を
勧
め
慶
賀
す
る
」
も
の
で
も
な
い
。
こ
の

場
合
の
「
法
眷
疏
」
と
は
、
法
眷
に
対
す
る
古
剣
の
返
礼
の
語
の
こ
と
な
の
で
あ
る
⒅
。

　

以
下
に
私
の
解
釈
を
示
す
。

寒
山
や
拾
得
の
よ
う
な
み
な
さ
ん
は
、
あ
る
い
は
眉
を
ひ
そ
め
、
あ
る
い
は
笑
い
な
が
ら
手
を
打
っ
て
（
慶
賀
し
て
）
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下
さ
っ
て
い
る
。
で
は
何
を
お
笑
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
が
住
持
す
る
こ
と
を
笑
っ
て
い
る
の
だ
。
と

い
う
の
も
、
私
が
住
持
す
る
な
ん
て
、
歇
後
詩
を
作
っ
て
い
た
鄭
綮
が
宰
相
に
な
っ
た
の
も
同
然
だ
か
ら
だ
。

⑵
翻
刻
図
録
の
参
照
不
備

【
一
五
】	杖
桃
曲
尺
剪
刀
、
三
代
助
楊
聖
化
、
両
手
擘
破
面
皮
、
至
今
索
尽
高
価
。

（「
査
論
文
」
五
七
頁
・「
査
中
文
」
四
五
頁
）

　
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
、
こ
の
賛
文
を
「
寒
山
拾
得
」
の
画
賛
だ
と
す
る
が
、『
無
象
和
尚
語
録
』
巻
下
（『
五

山
文
学
新
集
』
六
巻
、
五
九
〇
頁
）
に
は
「
誌
公
和
尚
」
と
表
題
さ
れ
、
宝
誌
図
の
画
賛
だ
と
す
る
。
ま
た
網
掛
け
の
「
桃
」

は
誤
り
で
、「
挑
」
が
正
し
い
。
し
か
し
「
査
論
文
」
は
、『
五
山
文
学
新
集
』
と
の
相
違
に
言
及
し
な
い
だ
け
で
な
く
、

「
寒
山
拾
得
」
の
画
賛
と
み
な
す
根
拠
に
つ
い
て
も
全
く
説
明
し
な
い
。

　

た
と
え
ば
第
一
句
「
杖
挑
曲
尺
剪
刀
」
は
、『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
七
「
金
陵
宝
誌
禅
師
伝
」（
大
正
五
一
、四
二
九
ｃ
）
に

「（
錫
杖
）
頭
擐
剪
刀
尺
銅
鑑
、
或
掛
一
兩
尺
帛
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宝
誌
の
錫
杖
に
剃
刀
・
鏡
・
帛
な
ど
が
掛
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
表
す
。

　

ま
た
第
二
句
「
三
代
助
楊
聖
化
」
も
同
「
金
陵
宝
誌
禅
師
伝
」（
大
正
五
一
、四
二
九
ｃ
～
四
三
〇
ａ
）
に
よ
る
と
、「
三

代
」
と
は
宋
斉
梁
の
三
朝
の
こ
と
で
あ
り
、
宝
誌
は
各
朝
で
神
異
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
劉
宋
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
歌
が
予
言
の
よ
う
に
当
た
っ
た
の
で
、
士
庶
が
み
な
宝
誌
に
つ
か
え
（
時
或
歌
吟
詞
如
讖
記
、
士
庶
皆
共
事
之
）、

ま
た
南
斉
の
武
帝
は
、
宝
誌
を
宮
中
に
招
き
入
れ
（
帝
延
於
宮
中
之
後
堂
）、
梁
の
武
帝
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
問
答
も
「
金

陵
宝
誌
禅
師
伝
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
第
三
句
「
両
手
擘
破
面
皮
」
は
、「
張
僧
繇
が
、
宝
誌
和
尚
の
画
像
を
画
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
宝
誌
が
指
を
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も
っ
て
顔
面
を
つ
ん
ざ
い
て
、
十
二
面
観
音
を
中
か
ら
出
し
た
の
で
、
つ
い
に
そ
の
画
像
を
画
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
い
う
故
事
を
表
わ
す
⒆
。
し
た
が
っ
て
本
史
料
は
、「
誌
公
和
尚
」
の
画
賛
に
ま
ち
が
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
よ
り
、
私
は
次
の
よ
う
に
判
断
す
る
。「
査
論
文
」
は
、
こ
の
史
料
を
全
く
読
解
す
る
こ
と
な
く
、「
寒
山
拾

得
」
の
画
賛
と
し
て
誤
っ
て
引
用
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
。

　

○
「
寒
山
図
」

【
一
六
】	風
前
執
筆
欲
裁
詩
、
想
象
渾
如
何
如
思
。
堪
笑
至
今
吟
未
就
、
痩
肩
高
声
立
多
時
。

（「
査
論
文
」
六
三
頁
・「
査
中
文
」
四
七
頁
）

　

こ
の
史
料
は
、
お
そ
ら
く
査
屏
球
氏
み
ず
か
ら
が
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
「
寒
山
図
」
に
書
さ
れ
た
画
賛
を
図
版
か

ら
翻
刻
し
た
も
の
だ
と
私
は
推
測
す
る
。
し
か
し
「
査
論
文
」
の
引
用
の
う
ち
、
網
掛
け
で
示
し
た
六
字
は
誤
っ
て
い
る
。

「
査
中
文
」
も
同
文
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
正
し
く
は
次
の
よ
う
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
象×

→
像○

　

渾×

→
洋○

　

何×
如×
→
有○

所○

　

笑×

→
咲○

　

声×

→
聳○

」。
な
お
、「
査
論
文
」「
査
中
文
」
で
は
引
用
史
料
中
の

「
咲
」
の
字
は
す
べ
て
「
笑
」
に
誤
っ
て
変
換
さ
れ
て
い
る
。

　

実
は
こ
の
「
寒
山
図
」
に
つ
い
て
は
、『
書
の
国
宝 

墨
蹟
』（
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
二
〇
〇
六
）
一
四
五
頁
に
図
版
、

三
〇
六
頁
に
釈
文
が
あ
る
。『
書
の
国
宝 

墨
蹟
』
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
誤
字
は
回
避
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
査
屏
球
氏
が
日
本
の
出
版
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
理
解
は
成
り
立
つ
。
し
か
し
査
屏
球
氏
は
復

旦
大
学
中
国
語
言
文
学
系
教
授
で
あ
っ
て
、
中
国
人
学
者
の
中
で
も
、
日
本
の
出
版
物
を
閲
覧
す
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
て
い
る

は
ず
だ
。

　

事
実
こ
の
「
寒
山
図
」
も
「
査
中
文
」
一
一
頁
に
、
そ
の
図
版
が
転
載
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
「
寒
山
図
」
が
『
新

指
定
重
要
文
化
財
Ⅱ 

絵
画
巻
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た



443

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

「
査
中
文
」
三
七
頁
脚
注
に
よ
る
と
、
査
屏
球
氏
が
『
五
山
文
学
集マ
マ

』『
禅
林
画
賛
』
を
日
本
人
学
者
よ
り
借
覧
し
た
こ
と
も

記
さ
れ
て
い
る
。

３
【
史
料
引
用
の
仕
方
】

⑴
二
首
を
一
首
に
誤
る
も
の

　

○
「
送
心
月
吾
蔵
主
之
雲
居
」

【
一
七
】
秋
陰
月
黒
少
人
観◎

、
半
夜
憑
欄
想
広
寒◎

。
好
看
天
龍
指
頭
上
、
孤
明
歴
歴
不
容
瞞◎

。
心
月
相
逢
子
細
観◎

、
不

円
不
缺
逼
人
寒◎

。
寒
山
只
解
尋
光
影
、
対
面
分
明
被
眼
瞞◎

。

（「
査
論
文
」
四
七
頁
・「
査
中
文
」
四
〇
頁
）

　

ま
ず
押
韻
字
「
観◎

・
寒◎

・
瞞◎
」（
上
平
十
四
寒
）
に
注
目
す
れ
ば
、
二
首
を
一
首
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
査
論

文
」「
査
中
文
」
も
改
行
せ
ず
に
一
首
と
し
て
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
単
な
る
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
に
く
い
。

　

実
際
、『
空
華
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
二
巻
、
一
三
六
九
頁
）
を
確
認
す
る
と
、
二
首
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

○
「
和
韻
答
天
佑
蔵
海
和
尚
」

【
一
八
】	祖
灯
輝
処
木
鶏
鳴◎

、
貶
得
眼
来
天
已
明◎

。
一
笑
寒
山
逢
拾
得
、
風
前
尽
把
此
心
傾◎

。
昨
夜
虚
空
曝
曝
鳴◎

、
同

風
一
句
太
分
明◎

。
破
沙
盆
子
翻
筋
斗
、
天
佑
堂
前
法
雨
傾◎

。

（「
査
論
文
」
五
〇
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

　

本
史
料
も
、
押
韻
字
「
鳴◎

・
明◎

・
傾◎

」（
下
平
八
庚
）
を
確
認
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
二
首
を
一
首
に
し
て
い
る
。「
査
論

文
」「
査
中
文
」
は
と
も
に
改
行
す
る
こ
と
な
く
、
一
首
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
単
な
る
校
正
ミ
ス
と
は
考
え
に
く
い
。
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実
際
に
『
了
幻
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
〇
九
四
頁
）
を
確
認
す
る
と
、
二
首
に
し
て
い
る
。
ま
た
網
掛
け
の

字
は
誤
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
次
の
よ
う
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
笑×

→
咲○

　

佑×

→
祐○

」。

⑵
対
句
無
視
の
引
用

　

ま
ず
『
了
幻
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
一
四
七
頁
）
か
ら
、「
月
浦
歌
為
竺
首
座
」
の
全
文
を
、
そ
の
構
造
が
わ

か
る
よ
う
に
、
以
下
に
引
用
す
る
。

　

○
「
月
浦
歌
為
竺
首
座
」

【
一
九
】	霊
山
話
曹
渓
指▲
、
平
地
無
風
怒
涛
起▲
。
透
出
円
欠
未
生
前
、
一
色
蘆
花
秋
似
水▲
。			




霜
白
冷
湫
々◎
、
誰
留
此
中
洲◎

。
吐
却
七
八
箇
、
随
流
不
随
流◎

。					







識
自
本
心
、
見
自
本
性■

。
明
来
暗
来
、
如
鏡
照
鏡■

。						








君
不
見
謝
郎
、										














只
在
釣
魚
船○

、
氷
輪
碾
破
三
万
六
千
頃
之
金
波
不
夜
款
、						









乃
歌
残
帰
去
也
、
桂
擢
穿
過
七
十
一
二
朶
之
煙
島
若
箇
辺○

。					







又
不
見
寒
山
子
、										













吟
断
碧
潭
清
皎
潔●

、
湛
々
寒
光
浸
寥
泬●
。
喚
醒
天
宮
夢
一
場
、
無
端
釘
取
虚
空
橛●

。

（「
査
論
文
」
五
〇
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

＊
▲
指
・
起
・
水
（
上
声
四
紙
）
◎
湫･

洲･

流
（
下
平
十
一
尤
）
■
性･
鏡
（
去
声
二
十
四
敬
）
○
船
・
辺
（
下
平
一
先
）
●
潔･

泬
（
入
声
九
屑
）
橛
（
入
声
六
月
）

　

波
線
部
分
が
「
査
論
文
」
が
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
。
対
句
を
無
視
し
た
引
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
傍
線
部

ま
で
含
め
た
対
句
に
沿
っ
た
引
用
を
行
な
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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な
お
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
網
掛
け
の
正
し
い
字
を
【　

】
内
の
字
に
誤
っ
て
い
る
。「
泬○

【
穴×

】・
場○

【
毘×

】」。

　

次
に
同
じ
『
了
幻
集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
一
四
七
頁
）
の
「
月
澗
歌
為
頊
侍
者
」
の
全
文
を
、
そ
の
構
造
が

わ
か
る
よ
う
に
、
以
下
に
引
用
す
る
。

【
二
〇
】	「
月
澗
歌
為
頊
侍
者
」

	
銀
蟾
冷
浸
碧
潭
秋◎

、
上
下
交
徹
金
波
浮◎

。
万
里
無
雲
河
漢
近
、
道
人
漱
玉
臨
清
流◎

。

	

真
照
不
流
光
烜
赫●

、
真
流
不
動
亦
照
廓●

。
大
円
鏡
裡
万
象
空
、
落
々
霊
機
洞
霊
覚●

。

	

君
不
見
、

	

独
超
物
外
老
南
泉○

、
信
脚
蹈
断
玄
中
玄○

。
到
底
誰
分
泥
水
路
、
千
江
東
注
還
依
然○

。

	

昨
夜
邂
逅
寒
山
子▲
、
話
別
霊
山
已
久
矣▲
。
把
手
浩
歌
帰
去
来
、
白
鳥
蒼
煙
尽
知
己▲
。

	

月
兮
澗
兮
渉
風
騒□

、
八
万
四
千
毛
竅
無
塵
労□

、

	

明
歴
々
兮
孤
迴
々
、
好
在
流
伝
曹
渓
正
脉
之
滔
々□

。

（「
査
論
文
」
五
〇
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

＊
◎
秋･

浮･

流
（
下
平
十
一
尤
）
●
赫
（
入
声
十
一
陌
）
廓
（
入
声
十
薬
）
覚
（
入
声
三
覚
）
○
泉･

玄･

然
（
下
平
一
先
）
▲
子･

矣･

己
（
上
声
四
紙
）
□
騒･

労･

滔
（
下
平
四
豪
）

　

波
線
部
分
が
「
査
論
文
」
の
引
用
箇
所
で
あ
る
。
し
か
し
引
用
す
る
な
ら
、
傍
線
部
ま
で
含
め
た
対
句
に
沿
っ
た
引
用
を

行
な
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
「
査
論
文
」「
査
中
文
」
と
も
に
網
掛
け
の
正
し
い
字
を
【　

】
内
の
字
に
誤
っ
て
い
る
。「
歴○

【
暦×

】・
迴○

【
回×

】」。

⑶
原
文
確
認
の
不
備 

―
―
簡
体
字
か
ら
新
字
体
へ
の
変
換
誤
り
―
―

　

○
「
道
号
、
月
浦
」
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【
二
一
】	銀
蟾
飛
出
白
苹
洲
、
浸
爛
乾
坤
一
色
秋
。
堪
笑
寒
山
心
似
水
、
清
光
全
属
釣
魚
舟
。

（「
査
論
文
」
四
九
頁
・「
査
中
文
」
四
一
頁
）

　

網
掛
け
の
「
苹
」
に
つ
い
て
は
、「
苹
」
と
い
う
字
も
あ
る
が
、「
苹
」
は
「
蘋
」
の
簡
体
字
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
『
了
幻

集
』（『
五
山
文
学
全
集
』
三
巻
、
二
一
〇
九
頁
）
を
確
認
す
る
と
「
蘋
」
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
場
合
、
翻
訳
者
が
論
文
原
稿
の
「
苹
」
の
字
を
簡
体
字
と
み
な
さ
な
い
で
、「
蘋
」
に
変
換
し
忘
れ
た
誤
り
と
想
定

で
き
る
。
そ
し
て
訳
者
編
者
が
原
文
に
当
た
る
だ
け
の
余
裕
が
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
な
お
「
笑
」
は
誤
り
で
「
咲
」

の
字
が
正
し
い
。

【
二
二
】	結
夏
上
堂
「
百
二
十
日
夏
、
今
朝
始
髪
頭
。
飯
抄
雲
子
白
、
羹
煮
菜
香
浮
。
未
問
寒
山
子
、
先
看
水
牯
牛
。

山
前
千
頃
地
、
信
脚
踏
翻
休
」。

（「
査
論
文
」
六
六
頁
・「
査
中
文
」
四
八
頁
）

　

網
掛
け
の
「
髪
」（「
査
中
文
」
は
「
发
」）
は
、『
希
叟
紹
曇
禅
師
語
録
』（
卍
蔵
七
〇
、四
〇
一
ｂ
）
を
確
認
す
る
と
、「
發

（
発
）」
と
あ
る
。
そ
し
て
簡
体
字
「
发
」
は
新
字
体
「
発
」
と
「
髪
」
の
二
字
に
対
応
す
る
の
だ
か
ら
、
論
文
原
稿
の
簡
体
字

「
发
」
を
、
翻
訳
者
が
誤
っ
て
「
髪
」
と
変
換
し
た
に
違
い
な
い
。

【
二
三
】	 ｅ
汝
等
只
解
看
有
字
経
、
是
故
不
能
感
天
動
地
。
山
僧
講
一
巻
無
字
経
、
回
上
天
之
怒
、
散
下
民
之
愆
。
掃
除

千
嶂
雲
、
放
出
一
輪
日
。
俾
五
穀
豊
稔
万
姓
訶
謡
。
看
看
。
上
無
点
劃
、
下
絶
方
円
。
聴
著
則
耳
門
塞
、
摸
著

則
眼
晴
穿
。
缺
歯
老
胡
猶
不
会
、
ｆ
区
区
只
影
返
西
天
。

（「
査
論
文
」
六
八
頁
・「
査
中
文
」
四
九
頁
）

　
「
只
」
に
つ
い
て
は
、「
只
」
と
い
う
漢
字
も
あ
る
が
、「
只
」
は
「
隻
」
の
簡
体
字
で
も
あ
る
の
で
、
た
と
え
ば
傍
線
ｅ

の
「
只
」
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
傍
線
ｆ
の
場
合
は
、「
達
磨
が
隻
履
を
携
え
て
西
天
へ
帰
っ
て
行
っ
た
」
と
い
う
伝
承



447

禅文化研究所紀要 第34号（平成31年2月）

を
踏
ま
え
て
お
り
⒇
、
網
掛
け
の
「
只
」
の
字
は
「
隻
」
に
変
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
『
大
覚
禅
師
語
録
』
巻

上
（
大
正
八
〇
、五
六
ｃ
）
は
「
只
」
と
「
隻
」
を
正
し
く
区
別
し
て
い
る
。

　

な
お
網
掛
け
の
「
訶
」「
摸
」
は
誤
り
で
、
各
々
「
謌
」「
覻
」
の
字
が
正
し
い
。
ま
た
「
晴
」
に
つ
い
て
は
、「
査
中
文
」

は
「
睛
」
と
正
し
く
引
用
し
て
い
る
の
で
、
翻
訳
編
集
の
段
階
で
発
生
し
た
誤
り
に
ち
が
い
な
い
。

　

○
「
寒
山
」

【
二
四
】	凡
聖
龍
蛇
一
串
穿
、
生
苕
帚
換
幾
文
銭
。
可
憐
三
杯
自
家
酒
、
酔
倒
文
殊
与
普
賢
。

（「
査
論
文
」
七
一
頁
・「
査
中
文
」
五
〇
頁
）

　

網
掛
け
の
「
憐
」
に
つ
い
て
は
、『
南
江
宗
沅
作
品
拾
遺
』（『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
、
二
六
六
頁
）
を
確
認
す
る
と
、

「
怜
」
と
あ
る
。

　
「
怜
」
に
つ
い
て
は
、「
怜
」
と
い
う
字
も
あ
る
が
、「
怜
」
は
「
憐
」
の
簡
体
字
で
も
あ
る
。
こ
の
場
合
「
査
中
文
」
は

「
怜
」
に
正
し
く
作
っ
て
い
る
以
上
、「
査
論
文
」
の
誤
り
は
「
怜
」
を
簡
体
字
だ
と
み
な
し
て
、
機
械
的
に
「
憐
」
に
変
換

し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
網
掛
け
の
「
生
」「
杯
」
は
誤
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
玍
」「
盞
」
が
正
し
い
。

　
お
わ
り
に

　
「
査
論
文
」
す
な
わ
ち
査
屏
球
「
寒
山
拾
得
の
受
容
と
そ
の
変
遷
」
に
は
、
論
文
に
必
要
な
三
要
素
、「
問
い
」「
答
え

（
主
張
）」「
論
証
」
の
「
三
部
構
成
」
が
欠
け
て
い
る
。
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具
体
的
に
は
、「
査
論
文
」
は
先
行
研
究
を
咀
嚼
す
る
こ
と
も
な
く
、
論
点
の
抽
出
も
行
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め

「
問
い
」
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。「
答
え
（
主
張
）」 

に
つ
い
て
も
、
史
料
や
情
報
を
門
派
ご
と
に
時
系
列
的
に
羅
列
し
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
「
論
証
」
に
至
っ
て
は
、
誤
読
の
み
な
ら
ず
、
引
用
史
料
に
誤
字
が
頻
出
す
る
。
ま
た
句
読
の
誤

り
も
多
く
、
そ
れ
ら
は
漢
詩
文
の
「
修
辞
法
」
の
基
本
に
反
し
て
い
る
。

　

五
山
関
係
史
料
を
用
い
る
学
問
に
お
い
て
、
論
文
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
機
能
し
て
い
れ
ば
、
論
文
集
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ

る
詩
文
』
刊
行
前
に
、「
査
論
文
」
の
「
三
部
構
成
」
の
欠
如
や
「
修
辞
法
」
上
の
誤
り
は
修
正
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
「
査
論
文
」
を
、
そ
う
し
た
修
正
に
よ
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
に
見
合
う
だ
け
の
も
の
に
、
少
し
は
近
づ
け

ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

た
だ
本
稿
に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
「
査
論
文
」
を
批
判
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は

「
寒
山
拾
得
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
受
容
・
変
容
さ
れ
て
い
っ
た
か
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
記
し
て
い
な
い
。

第
二
に
、
そ
も
そ
も
完
全
無
欠
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
な
ど
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、「
査
論
文
」
が
、
偶
然
、
五
山
関
係
史
料

を
用
い
る
学
問
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
か
ら
漏
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
全
体
で
は

な
く
、
瑕
瑾
に
該
当
す
る
「
査
論
文
」
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
二
点
は
偏
頗
に
失
す
る
。
こ
れ
が
〈
雑

記
〉
と
冠
し
た
理
由
で
も
あ
る
。

【
注
釈
】

⑴
同
書
四
二
頁
の
記
述
を
掲
げ
る
。「
論
文
に
は
つ
ぎ
の
三
つ
の
柱
が
あ
る
。（
１
）
与
え
ら
れ
た
問
い
、
あ
る
い
は
自
分
で
立
て
た
問
い

に
対
し
て
、（
２
）
一
つ
の
明
確
な
答
え
を
主
張
し
、（
３
）
そ
の
主
張
を
論
理
的
に
裏
づ
け
る
た
め
の
事
実
的
・
理
論
的
な
根
拠
を
提

示
し
て
主
張
を
論
証
す
る
」。
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⑵
『
漢
詩
入
門
』
に
は
、
修
辞
上
注
意
す
る
も
の
と
し
て
、
脚
韻
・
対
句
・
平
仄
等
が
あ
げ
ら
れ
る
（
一
七
二
～
一
九
九
頁
）。
こ
の
う
ち

脚
韻
は
、
近
体
詩
で
は
（
１
）
必
ず
偶
数
句
末
で
韻
を
踏
む
。（
２
）
一
韻
到
底
で
あ
る
。（
３
）
脚
韻
は
原
則
平
字
で
あ
る
。
古
詩
で

は
（
１
）
韻
の
踏
み
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
型
が
あ
る
。（
２
）
換
韻
す
る
（
た
だ
し
一
韻
到
底
も
あ
る
）。（
３
）
脚
韻
は
仄
字
で
踏
む

も
の
も
あ
る
（
二
〇
三
頁
）。
他
に
も
通
押
、
す
な
わ
ち
「
同
韻
で
な
く
と
も
似
た
韻
の
字
で
押
韻
し
て
よ
い
こ
と
」（
一
〇
七
頁
）
が

あ
げ
ら
れ
、
換
韻
に
つ
い
て
も
「
同
韻
の
部
分
が
内
容
の
上
で
ひ
と
ま
と
ま
り
」（
一
〇
六
頁
）
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
以
上
の

規
則
は
、
そ
の
対
象
が
漢
詩
だ
が
、
漢
詩
以
外
の
も
の
に
も
有
用
と
考
え
る
。

⑶
類
似
し
た
考
え
を
述
べ
る
も
の
と
し
て
、
橋
本
雄
「
北
条
得
宗
家
の
禅
宗
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
―
時
頼
・
時
宗
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
遊

学
』
一
四
二
「
古
代
中
世
日
本
の
内
な
る
〈
禅
〉」
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。
同
論
文
一
一
〇
頁
で
、
橋
本
氏
は
「
従
来
の
五

山
関
係
史
料
〈
解（
マ
マ
）釈
〉
に
は
い
ま
だ
少
な
か
ら
ぬ
問
題
が
存
す
る
と
考
え
」
る
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
引
用
す
る
五
山
関
係
史
料
に

対
し
て
、
正
面
か
ら
逐
一
の
解
釈
を
示
す
こ
と
を
試
み
る
。

　

な
お
、
正
面
き
っ
た
解
釈
を
行
な
っ
て
い
な
い
論
文
を
ど
う
評
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
五
山
関
係
史
料
を
読
点

だ
け
で
句
読
し
（
画
賛
の
場
合
、
句
読
も
せ
ず
）、
必
要
な
部
分
だ
け
を
本
文
で
言
及
す
れ
ば
事
足
れ
り
」
と
い
う
考
え
方
の
論
文
も

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
批
判
す
る
側
が
正
面
き
っ
た
解
釈
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
論
文
を
作
成
し
た
側
よ
り
も
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
側
の
負
担
ば
か
り
を
重
く
し
、
生
産
的
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
正
面
き
っ
た
解
釈
を
示
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
側
も
問
題
を
有
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
五
山
関
係
史
料

を
用
い
る
学
問
も
ま
た
人
文
科
学
に
分
類
さ
れ
る
以
上
、
客
観
的
な
論
証
や
そ
の
再
現
性
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の

追
試
が
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
水
墨
画
の
例
だ
が
、
綿
田
稔
『
漢
画
師
―
雪
舟
の
仕
事
』（
星
雲
社
、
二
〇
一
三
）
一
三
頁
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

「
こ
と
室
町
時
代
の
場
合
、
相
手
が
〈
禅
〉
の
香
り
の
す
る
〈
水
墨
画
〉
だ
け
に
、
素
人
目
に
は
不
可
解
な
こ
と
が
最
初
か
ら
正
当
化
さ
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れ
て
い
る
か
ら
、
な
お
の
こ
と
厄
介
だ
。
そ
の
素
人
に
は
読
解
不
能
な
理
屈
を
教
導
す
る
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
専
門
家
に
任
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
専
門
家
の
一
種
が
美
術
史
家
な
の
だ
」。
つ
ま
り
禅
や
水
墨
画
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
し
た
が
う
の
が
そ
の
習
い
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
れ
が
、
橋
本
氏
が
逐
一
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
掲
論
文
一
〇
七
頁
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
理
由
だ
と
推
測
す
る
。「
た
だ
し
そ
れ
が
実
際
に
理
解
・
感
得
で
き
る
か
は
ま
た
別
問
題
で
あ
る
が
」
と
。

　

も
と
よ
り
禅
の
専
門
家
や
伝
道
者
・
美
術
史
家
や
美
術
家
は
じ
め
、
感
得
で
き
た
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
、
検
証
不
可
能
な
領
域
が
確

か
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が
「
正
当
化
さ
れ
て
い
る
」
と
な
る
と
、
専
門
家
に
任
せ
た
部
分
を
検
証
す
る
時
に
、
ど
う
や
っ

て
そ
の
再
現
性
を
保
証
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
専
門
家
に
し
た
が
う
よ
り
ほ
か
な
い
と
い
う
認
識
や
姿
勢
、
こ
れ
こ
そ
が
ま
た
「
査
論
文
」
が
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
で
放
置
さ
れ

て
し
ま
っ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

⑷
前
掲
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
序
説
参
照
。

⑸
「
査
論
文
」
に
は
「
査
中
文
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
が
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
注
記
が
必
要
で
あ
る
。「
こ
の
翻
訳
は
、〈
寒
山

拾
得
的
受
容
与
変
容
―
五
山
禅
僧
詩
画
中
寒
拾
形
象
与
宋
元
禅
文
学
関
係
考
〉［『
寒
山
子
曁
和
合
文
化
国
際
研
討
会
論
文
集
』
浙
江
大

学
電
子
音
像
出
版
社
、
二
〇
〇
九
］
に
著
者
が
一
部
改
訂
を
加
え
た
修
正
版
に
基
づ
く
」。

⑹
石
原
千
秋
『
大
学
生
の
論
文
執
筆
法
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
六
）
七
七
頁
参
照
。

⑺
画
像
は
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2532103

（
最

終
検
索
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
参
照
。

⑻
画
像
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
「
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。https://rm

da.kulib.kyoto-u.

ac.jp/collection/tanim
ura/hu

（
最
終
検
索
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
参
照
。

⑼
水
谷
誠
「
蘇
軾
詩
に
お
け
る
上
＝
去
通
押
に
つ
い
て
」（『
詩
声
樸
学 

中
国
古
典
詩
用
韻
の
研
究
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
、二
六
九
頁
）
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は
、
北
宋
に
お
い
て
上
＝
去
通
押
が
生
じ
た
の
は
、
上
声
・
去
声
の
声
調
の
調
値
の
共
通
性
が
主
た
る
要
因
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

こ
こ
で
も
同
様
に
理
解
で
き
る
と
考
え
る
。

⑽
徳
韻
・
通
摂
入
声
韻
の
通
用
。
銭
毅
『
宋
代
江
浙
詩
歌
合
韻
譜
』（
西
南
交
通
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
一
〇
頁
で
は
、「
宋
代
通
語
」

す
な
わ
ち
汴
洛
（
開
封
・
洛
陽
）
一
帯
の
語
音
に
お
い
て
、『
広
韻
』
徳
韻
の
う
ち
〈
国
・
北
・
墨
・
得
〉
な
ど
が
、「
屋
燭
部
」
と
通

押
す
る
と
い
う
。「
緑
」（
入
声
二
沃
）
は
、「
屋
燭
部
」
に
属
す
。「
屋
燭
部
」
は
『
広
韻
』
の
屋
沃
燭
韻
に
相
当
す
る
。

⑾
江
摂
宕
摂
入
声
韻
の
通
用
。
無
学
祖
元
は
、
今
日
の
浙
江
省
寧
波
市
の
出
身
で
あ
る
。
前
掲
『
宋
代
江
浙
詩
歌
合
韻
譜
』
九
頁
に
よ
る

と
、「
宋
代
江
浙
詩
韻
」
の
韻
部
は
十
八
部
に
分
け
ら
れ
る
。「
閣
」（
入
声
十
薬
）「
岳
」（
入
声
三
覚
）
は
、
と
も
に
「
宋
代
江
浙
詩

韻
」
の
「
鐸
覚
部
」
に
属
す
。「
鐸
覚
部
」
は
『
広
韻
』
の
鐸
覚
薬
韻
に
当
た
る
。

⑿
画
像
は
注
⑻
参
照
。

⒀
「
京
大
本
」
画
像
は
注
⑻
参
照
。

⒁
画
像
は
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
「
新
潟
大
学
古
文
書
・
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://

collections.lib.niigata-u.ac.jp/bibliograph/item
/7142/

（
最
終
検
索
日
：
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
参
照
。

⒂
「
誤
読
」
と
い
う
あ
え
て
異
な
る
読
み
方
を
試
み
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
、
師
茂
樹
「
阿
頼
耶
識
を
誤
読
し
て
み
る　

文
字
と

仏
教
二
」（『
春
秋
』
五
二
七
号
、
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。

　

師
氏
は
、
唯
識
説
の
「
こ
の
世
界
に
あ
る
も
の
は
〈
識
〉
だ
け
で
あ
っ
て
、
見
え
て
い
る
、
聞
こ
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
実

は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
一
般
的
な
理
解
に
対
し
て
、「
心
が
世
界
を
生
み
出
し
て
い
る
、
と
い
う
因
果
関
係
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
世

界
と
そ
の
中
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
も
そ
も
〈
識
〉
的
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
衆
生
の
精
神
は
そ
の
な
か
の
特
殊
な
あ
り

方
な
の
で
あ
る
と
い
う
風
に
見
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
「
誤
読
」
を
提
案
す
る
。

　

た
だ
そ
の
目
的
は
「
阿
頼
耶
識
に
つ
い
て
新
た
な
見
方
を
提
示
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
世
界
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
ひ
っ
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ぱ
り
出
す
こ
と
」
で
あ
っ
て
、
結
論
を
導
き
だ
す
意
図
は
な
い
と
断
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
師
氏
の
文
章
の
各
段
落
末
尾
も
大
半
が

推
量
語
で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

師
氏
の
場
合
は
、
一
般
読
者
に
興
味
深
く
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
点
で
良
心
的
だ
が
、「
査
論
文
」
に
は
、
か
か
る
「
誤
読
」
を
用
い
た
と

す
る
断
り
も
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
査
論
文
」
は
学
術
論
文
で
あ
る
以
上
、
こ
う
し
た
「
誤
読
」
を
試
み
る
こ
と
に
意
味
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
論
文
の
構

成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
答
え
（
主
張
）」
が
導
き
出
せ
な
い
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。

⒃
「
査
論
文
」
六
七
頁
に
も
「
寒
山
拾
得
が
普
賢
菩
薩
・
文
殊
菩
薩
の
姿
で
現
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
閭
丘
胤
撰
「
寒
山
子

詩
集
序
」
に
「
寒
山
文
殊
、
遯
迹
國
清
。
拾
得
普
賢
、
状
如
貧
子
」（
寒
山
は
文
珠
、
国
清
に
遯
迹
す
。
拾
得
は
普
賢
、
状
は
貧
子
の
如

し
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
文
殊
は
寒
山
の
前
身
・
普
賢
は
拾
得
の
前
身
」
で
あ
る
。

⒄
「
寒
山
皺
眉
」
の
表
現
を
、「
査
論
文
」
は
古
剣
妙
快
の
独
創
と
推
測
す
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
に
挙
げ
る
投
子
義

青
（
一
〇
三
二
～
八
三
）
の
用
例
が
あ
る
。『
投
子
義
青
禅
師
語
録
』
巻
上
「
歳
旦
上
堂
」「
拾
得
來
相
賀
、
寒
山
空
皺
眉
」（
卍
続

七
一
、七
三
八
b
）。
な
お
古
剣
の
生
寂
年
は
不
明
だ
が
、
夢
窓
疎
石
に
嗣
法
し
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
元
よ
り
帰
国
し
て
い
る

（
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
思
文
閣
出
版
復
刻
版
、
二
〇
〇
三
、一
九
一
頁
）。

⒅
「
法
眷
疏
」
に
つ
い
て
は
、
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
』（
至
文
堂
、
一
九
五
五
）
一
四
三
頁
参
照
。

　

ま
た
同
書
一
一
八
・
九
頁
に
入
院
法
語
を
と
り
上
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
新
命
住
持
が
任
寺
に
到
着
し
、
山
門
よ
り
仏
殿
…
…
（
中

略
）
…
…
と
順
々
に
奧
へ
晋
み
入
る
時
に
、
そ
の
伽
藍
々
々
に
於
て
、
一
々
法
語
を
述
べ
な
が
ら
、
つ
い
に
方
丈
に
入
り
、
公
帖
即
ち

住
持
任
命
の
辞
令
を
拈
じ
、
そ
の
寺
よ
り
の
招
聘
状
と
も
い
う
べ
き
山
門
疏
、
同
州
内
の
諸
寺
（
諸
山
疏
）。
天
下
一
般
の
縁
故
者
（
江

湖
疏
）、
同
門
の
旧
友
（
同
門
・
法
眷
・
友
社
・
道
旧
等
の
疏
）
よ
り
の
賀
詞
を
一
々
拈
じ
て
法
語
を
述
べ
て
謝
意
を
表
し
、
つ
い
に
住

持
の
座
に
つ
」
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
法
眷
疏
」
と
は
傍
線
部
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
新
命
住
持
が
〈
法
眷
疏
〉
に
対
し
て
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謝
意
を
述
べ
た
語
」
を
意
味
す
る
。

⒆
『
仏
祖
統
紀
』
巻
三
七
（
大
正
四
九
、三
四
八
ｃ
）
に
「
嘗
詔
張
僧
繇
寫
誌
真
。
誌
以
指
剺
破
面
門
、
出
十
二
面
觀
音
相
、
或
慈
或
威
。

僧
繇
竟
不
能
寫
」
と
あ
る
。

⒇
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
、
菩
提
達
磨
章
（
大
正
五
一
、二
二
〇
ｂ
）
に
「
後
三
歳
、
魏
宋
雲
奉
使
西
域
迴
、
遇
師
于
葱
嶺
。
見
手
携
隻

履
、
翩
翩
獨
逝
。
雲
問
〈
師
何
往
〉。
師
曰
〈
西
天
去
〉」
と
あ
る
。




